
◎東日本大震災における原子力発電所の事故による災害に対処す

るための避難住民に係る事務処理の特例及び住所移転者に係る

措置に関する法律に規定する指定都道府県の議会の議員の選挙

区に関する臨時特例法 
（平成三〇年四月二〇日法律第一八号）（衆）   

一、提案理由（平成三〇年四月四日・衆議院政治倫理の確立及び公職選挙法改正に関す

る特別委員会） 

○逢沢議員 ただいま議題となりました法律案につきまして、提出者を代表いたしまし

て、その提案理由及び内容の概要を説明を申し上げます。 

 まず、本法律案の提案理由について御説明を申し上げます。 

 来年、平成三十一年は統一地方選挙の年でありますが、次回の福島県議会選挙は、そ

の年の十一月に実施予定となっております。その選挙区及び定数は、現行法上は、平成

二十七年国勢調査人口を基礎に算定をされることになっております。 

 しかし、福島県の原発事故の避難指示区域等では、住民票を残したまま、多くの方が

今なお避難を余儀なくされており、国勢調査人口と、選挙人名簿の基礎となります住民

基本台帳人口との間に大きな乖離が生じているところであります。中でも双葉郡につき

ましては、平成二十二年の国勢調査人口七万二千八百二十二人が平成二十七年の国勢調

査人口七千三百三十三人へと九割減となっており、選挙区や定数を維持することができ

ない状況となっております。 

 このような状況の中で、福島県議会の全会派が一致して、原発事故の避難指示区域等

について、平成二十七年国勢調査人口によらない選挙区の特例法制定の要望がございま

した。この要望を真摯に受けとめて、超党派の福島関係の国会議員、各政党の選挙制度

関係の部会等、さらには、当委員会の理事間で協議を重ねて提案に至った案が本法律案

でございます。 

 以上が、本法律案を提出した理由であります。 

 次に、本法律案の内容の概要について御説明を申し上げます。 

 第一に、本法律案の特例の対象となる地方公共団体については、実質的には福島県を

想定しつつも、一般的な書き方をさせていただきました。具体的には、御承知のように、

原発事故の避難指示区域等に住民票を置いたまま避難している方々でも、避難先で行政

サービスを受けることを可能とする法律として、いわゆる避難住民事務処理特例法が既

に制定をされており、その対象でございます指定都道府県を本法律案の特例の対象とし

ているところであります。 

 第二に、特例を用いる地域については、原発事故の避難指示区域等の指定市町村の中

でも、平成二十七年国勢調査人口が平成二十二年国勢調査人口に比べ著しく下回る市町

村を県の条例で定めることといたしております。 

 そして、特例人口として何を用いるかについては、平成二十二年国勢調査人口を基本



として、住民基本台帳の増減率を加味した人口としております。 

 第三に、特例を用いることができる選挙については、次回の一般選挙といたしており

ます。 

 以上が、本法律案の提案理由及び内容の概要であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同賜りますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院政治倫理の確立及び公職選挙法改正に関する特別委員長報告（平成三〇年四

月五日） 

○平沢勝栄君 ただいま議題となりました法律案につきまして、政治倫理の確立及び公

職選挙法改正に関する特別委員会における審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、東日本大震災における原子力発電所の事故による災害に対処するための避難

住民に係る事務処理の特例及び住所移転者に係る措置に関する法律に規定する指定都道

府県の議会の議員の選挙について、臨時の措置としてその選挙区に関する特例を定める

ものであります。 

 その主な内容は、この法律の施行の日後初めてその期日を告示される、避難住民に係

る事務処理特例法に規定する指定都道府県の議会の議員の一般選挙における選挙区につ

き公職選挙法の規定を適用する場合においては、当該指定都道府県の条例で定めるとこ

ろにより、避難住民に係る事務処理特例法に規定する指定市町村であって平成二十七年

国勢調査人口が平成二十二年国勢調査人口を著しく下回るものとして当該条例で定める

ものの区域の人口について、特例を用いることができることとしております。 

 本案は、四月三日本委員会に付託され、昨四日に提出者逢沢一郎君から提案理由の説

明を聴取した後、質疑を行いました。 

 質疑終了後、本案に対し、日本共産党から修正案が提出され、趣旨の説明を聴取いた

しました。 

 次いで、採決の結果、修正案は賛成少数をもって否決され、本案は全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院政治倫理の確立及び選挙制度に関する特別委員長報告（平成三〇年四月一

三日） 

○徳永エリ君 ただいま議題となりました法律案につきまして、政治倫理の確立及び選

挙制度に関する特別委員会における審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

本法律案は、東日本大震災における原子力発電所の事故による災害に対処するための

避難住民に係る事務処理の特例及び住所移転者に係る措置に関する法律第二条第二項に

規定する指定都道府県の議会の議員の選挙について、臨時の措置としてその選挙区に関

する特例を定めようとするものであります。 

委員会におきましては、発議者を代表して衆議院議員逢沢一郎君から趣旨説明を聴取

した後、投票価値の平等との関係、次々回の福島県議会選挙における対応についての発



議者の決意、公職選挙法の基本的な考え方との一貫性と特例人口を適用する地域の在り

方等について質疑が行われました。 

質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

以上、御報告申し上げます。 


